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１駅名改称及び出入口名の検討の流れ
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令和
元年度
(2019)

令和
２年度
(2020)

要望の提出期限
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２検討の詳細スケジュール
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年月 会議等 内容

令和元年10月 第1回（仮）加賀温泉駅駅名
等検討委員会

令和元年12月
～令和2年1月

市民アンケート実施、
パブリックコメント募集

駅名を改称するか、しないかの意見を聴く
（対象：加賀市民、調査件数：1,000件）

令和2年2月 第２回（仮）加賀温泉駅駅名
等検討委員会

アンケート結果、パブリックコメントの意見を
基に、駅名改称を検討する（駅名を改称するか
しないかの検討を行う）。

(以下、駅名を改称するとなった場合）

令和2年４月～5月 駅名、駅出入口名募集 改称駅名を駅出入口名とともに募集

令和2年６月 第３回（仮）加賀温泉駅駅名
等検討委員会

改称駅名及び駅出入口名を選定

令和3年3月まで ＪＲ西日本へ駅名改称、駅出
入口名称の要望

検討の詳細スケジュール（予定）
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３駅名改称の選択肢
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改称パターン メリット デメリット

改称しない
・駅名に係る費用を掛けなくてよ
い

・加賀温泉という温泉があると誤解さ
れることがある

新幹線駅、在来線駅
（両駅改称）

・駅名が変わることによるイメー
ジ一新、認知度向上

・在来線駅名の改称に係る費用が発生

新幹線駅
（単独改称）

・駅名が変わることによるイメー
ジ一新、認知度向上
・駅名に係る費用を掛けなくてよ
い

・近接した新幹線駅と在来線駅の駅名
が異なることによる分かりにくさがあ
る。
・従来からの駅利用者に混乱をもたら
す。
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４駅名改称の効果及び費用
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認知度向上
誘客効果を図る。地域を連想できるように、付近の施設名、地名を使う。
（日本各地に温泉が多数あるため、駅名に温泉とつく駅は、全国に50以上ある。）
（例：ゆりかもめは、「船の科学館駅」を「東京国際クルーズターミナル駅」へ、「国際展示場

正門駅」を「東京ビッグサイト駅」へ変更）

名称に伴う誤解の解消
路線は違うものの、同名の駅があり、誤解されやすいため、駅名を改称。

イメージアップ
駅周辺の環境変化に合わせ、イメージアップを図る。
（例：東武鉄道の「松原団地駅」が2017年4月1日、「獨協大学前駅」に改称。「大学のある
街」を想起させるとともに、再整備が進む地域のイメージアップとなる。）

（１）主な効果
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（２）駅名改称にかかる費用

・発券システムの改修
自動改札機、券売機、窓口処理機などの駅務システムのソフトウエア更新

・看板の表記変更
駅名板・案内板はもちろんのこと、全駅で路線図・運賃表を張り替え、電

車の自動放送や案内ディスプレーなどの各種案内装置のデータも更新する必
要がある。

【前例】
①「西大津駅」→「大津京駅」、「雄琴駅」→「おごと温泉駅」
大津市の費用負担（2駅分）：1億円

②「佐貫駅」→「龍ヶ崎市駅」
龍ヶ崎市の費用負担：3億8千9百万円

【費用負担】
在来線駅に係る費用負担あり（新幹線駅に係る費用負担は無し）
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５駅名改称の事例
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（１）能美根上駅

旧駅名：寺井駅

改称年月日：2015年3月14日

乗者数；1,257人/日

経緯；合併時に、駅名を改称する声があり、駅称変更検討委員会を設置し検討するも、ま
とまらず、一旦委員会が消滅する。その後、駅周辺再整備計画を策定する時に、駅名
を改称する機運が再び高まり、駅称変更検討委員会を再開し、アンケート等を実施し、
応募された駅名候補の中から選定する

費用負担；自治体からの要望のため、自治体全額負担。負担額は不明。
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（２）龍ヶ崎市駅（茨城県）

(変更前)駅名：佐貫駅

改称年月日：2020年春予定

乗者数；12,995人/日

経緯；龍ヶ崎市は、東京から約1時間の距離にあり、ベッドタウンとして移住する者も多
かった。しかし、2010年をピークに人口が減少しており、その対策として、定住
人口、人口流出抑制の取組が行われている。しかし、市自体の認知度が低く、イ
メージアップ策を展開してもその効果は限定的であるとし、駅名改称は、市の存在
と位置関係を知ってもらう、発信する重要な手法として、以下の費用を負担して行
うこととなった。

費用負担；自治体からの要望のため、自治体全額負担。3億8900万円
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6 参考資料

14



参考資料1
(加賀温泉駅について）
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１．加賀温泉駅の変遷

年月日 内容

1944年（昭和19年）10月 作見駅開業

1970年（昭和45年）10月
特急停車駅となる。
加賀温泉駅に駅名を改称

1995年（平成 7年）8月 駅前広場の拡張（都市計画区域の変更）

2017年（平成29年）5月 仮駅舎での営業開始

2023年（令和5年）３月 北陸新幹線金沢敦賀間開業
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加賀温泉駅となるまでの経緯

加賀市の3温泉と粟津温泉を合わせた、いわゆる加賀温泉郷内には、大聖
寺、作見、動橋、粟津の4駅があり、作見駅を除いた3駅に優等列車を停車
させていた。そして、加賀市内では、大聖寺、動橋間わずか7.4ｷﾛの間で
優等列車を両駅に停車させ、また一方の駅のみに停車するということもあ
り、利用客にわかりにくい点もあり、長距離旅客からは非常に不評をかっ
ていた。
このため、国鉄は長距離旅客の不評に対し、最大限のサービスを提供す

る必要があった。それが、加賀市内に総合駅を設置し、拠点駅とすること
となった。
「加賀温泉駅」という駅名は、国鉄が加賀市に申し入れ、同意を得るこ

とによって決定した。「加賀温泉」という名称については、加賀地区全体、
および加賀温泉郷のイメージアップと、観光客の誘発につながるものとし
た。
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２．加賀温泉駅の名称を巡る動き

加賀商工会議所からの提案

提案内容
加賀温泉駅の名称を「加賀温泉郷駅」と改称

改称の理由
加賀市の三温泉と小松市の粟津温泉を加えた四温泉を、「加賀温泉郷」と呼ん

でいるが、加賀温泉という温泉は存在せず、一部の観光客からは「加賀温泉」と
いう温泉はどこかと尋ねられることがある。これは、加賀温泉という駅名から、
そのような勘違いがある。
新幹線駅が開業するに合わせ、駅名を「加賀温泉郷駅」と改称することにより、

誤解を招かないようにしたい。また、「加賀温泉郷」と冠することにより、温泉
が「郷」ということばが持つ「ふるさと」「いくつもある」という、温泉地とし
てのイメージアップも図れる。
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３．加賀温泉駅（新幹線駅）の出入口名称について

駅の出入り口には、方位を示す出入口名とともに、出入口付近及びその先にある施設等の代
表的なものを出入口名に付けているケースがある。
（例）金沢駅：兼六園口（東口）、金沢港口（西口）

東京駅：八重洲口、丸の内口
敦賀駅（候補名）：まちなみ口(西口)、やまなみ口(東口)等

【加賀温泉駅周辺の概要】（次ページ 計画平面図参照）
加賀温泉駅には、南北に出入口が2か所出来る予定。
また、新たに南側に新幹線駅舎が、北側には在来線の新駅舎が出来る。
駅の南北ともに、新幹線開業に向けた駅前広場の整備を行う。

・親しみの持てる駅
・来訪者に分かりやすい駅

出入口の命名
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加賀温泉駅計画平面図

南側出入口

北側出入口
新幹線駅舎

在来線駅舎

観光案内所、
待合所等配置予定

地下通路
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参考資料２
（加賀市ＧＡＰ調査（抜粋））
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